
一 般 質 問 通 告 書 

 

                           令和 6 年 8 月 19 日 

 

 弥 富 市 議 会 議 長 殿 

 

                    弥富市議会議員      板倉 克典 

 

 下記のとおり質問したいので通告します。 

 

記 

 

書画カメラ 
☐使用する 使用しない（どちらかにレ点を付ける） 

※通告書提出後は、議長に許可を得ること（口頭可）。 

 

件  名 １ 児童生徒を取り巻く環境に関して 

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

（１）児童生徒の体力や運動能力づくりは 

① 県の全国順位の低さを受け、市として子どもの体力・運動能力を

伸ばすことを何か考えているか。 

（２）アンケートから考えるこども計画 

① 弥富市こども計画アンケートの結果は出ているか。 

② こども計画アンケートの回収率は。 

③ 調査対象者の、無作為抽出とはどのような方法での抽出か。 

④ 個人が特定できるアンケートか。 

⑤ 統計的に処理する以外、このこども計画アンケート調査をどのよ

うに生かすのか。 

（３）中学校のクラス編成に関して 

① 清林館中学の開校は市内の中学校学級編成に影響を与えたか。 

② 小学校で、併設型中高一貫校の受験希望者や私立中学入学希望者

のアンケート調査などしているか。 

③ 公立併設型中高一貫校が市内の中学校学級編成に与える影響は。 

（４）中学生の新しい制服に関して 

① ブレザー制服のメーカーの名前は。 

② 制服メーカーは一社指定か。 

③ 制服のデザインの権利はメーカーか弥富市かどちらにあるか。 

④ 一社指定にしていることで制服を購入する保護者にはどのような



メリットがあると考えるか。 

⑤ 中学校のブレザー制服の仕様書を公開して他の業者が製造に参画

できるように仕組みを変える考えはあるか。 

⑥ 制服ポロシャツを一社限定にしている合理性は。 

⑦ 制服ポロシャツを、同等既製品の着用可能とする考えは。 

（別紙詳細として質問原稿を添付） 

答 弁 者 担当部課長 

 

件  名 ２ 不登校児童生徒とアクティブに関して 

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

（１）不登校児童生徒の現状は 

① 令和５年度末の時点での市内不登校児童の数を小学校８校、中学

校３校、各学校の人数と総数は。 

② 不登校生徒のうち、学校内外の機関等で相談や指導を受けている

児童生徒は不登校児童総人数のうち何人で割合は。 

③ 不登校になった理由にはどんなものがあるのか。弥富市教育委員

会と学校で収集したデータは有るか。 

（２）アクティブの現状と今後 

① 現役教師の教育支援センターアクティブ見学会で、現役教師の所

感などどのようなものがあったか。 

② 教育委員会は現役教師の見学会所感を聞き、どのように考えてい

るか。 

③ 令和６年度７月末現在の、アクティブに体験入室中の児童生徒を

含んだ在籍数は。 

④ アクティブに登録して通学している児童生徒が少ないが、なぜア

クティブに登録し通ってもらえないのか、市の見解は。 

⑤ 令和８年度からアクティブは十四山支所内に移動する計画である

と市は発言している。新築の考えは。 

⑥ 十四山支所内のどこに設置予定か。 

⑦ 令和８年度からの十四山支所内アクティブの最大収容人数は。 

⑧ 二つ目のアクティブを市役所付近、弥富駅付近、平島付近など、

中心地あたりに設置の考えは。 

⑨ 学校に通えない子どもたち、不登校のこども達を支援していく決

意を。 

答 弁 者 担当部課長、教育長 

 


